
郷土研究資料 ( 其の2)
村岡町の自然環境と集落の発達

( 5方分 1地形図「村岡」参照〉 上治寅次郎

I 緒 量音
"" 地は村岡古代文化と関係深く、殊に黒田附近から和地

村岡町は兵庫県美方郡にあり、矢田川の上流湯舟川| 高坂に至る台地は北に山を負い南は諮達で日当りよく
の流域を占める。近来甫方の兎耕すと合併して境域を| 古代人の集落地として好ましかった。この文化は美方
拡大した。本文に於ては新村岡町の環境と緊落に就い| 町にも及んで居ることは本資料( 其の 1 ) にも述べて
て述べるが、読者は本資耕〈其のりを参照された| ある。
い。街踏査不十分の地は後日補遣することもあるべ| 村岡附近の旧湖は湯舟川に沿い凡そ標高 250米以下
く、多くの資棋を提供され得れば幸である。 Iの低地を占めた如く、南は市原の西方に達し、高井、
村岡町は美方郡東苛，に於ける古代並に近代文化の発| 寺河内、大額、福西、相田、神援の一部、村岡の一部、鹿

祥地として、多大の歓心を呼ぶのであるから郷土の人
々によって調査と研究の行はれることを希望して止ま
ない。特に兎塚古墳群の意味する兎和野台地及周辺の
古代文化の研究は全但古代文化史上最も重要であり、
村岡を中心とした山名文化の研究は美方郡東部の近世

田等の区域を占めて居たと想定され、長さ 4 キロ、巾
0.5キロの狭長なる水溜りであった。 これは耀山、寺
河内、相田、福西、村岡附近の湖成段丘の跡を見ても
知れる。之を湯舟! 日湖と呼ぶ。湯舟田湖は人類の移住
し来って各部落の出来る以前、己に村岡川会聞の峡谷

文化史上、研究に値するもの多々ありと信ずる。 ! の谷底浸蝕の進行と共に消威して居った。しかし地形
E  環 境 i上水の溜り易い状況にあるので、歴史時代にも墨付

1  地形 村岡町の東部には妙見山( 1142米〉蘇! 災を受けている。寛永元年の水害は村岡厳浄寺に大被
武巌( 1075米〉等の山地が南北に連らなり、養父郡、 | 害を与え、同12年の水害は福西部落を流失せしめた。
城崎郡との境界をなす。西部には鉢伏山 (1221米〉峯! これは今を距る320 -330年前のことであるが、その前
山 (760米〉等があって、北方に向って漸次に低夷し I:後も71<'害があり、現代時々発生する水害も記穏に残つ
美方町との境界をつくる。境域の大部分は第三紀層の 1 て居るのである。
醍岩、砂岩、頁岩より成仏大野の南方及び村岡附近| 湯舟旧湖消波伎は湯舟川の谷頭浸蝕は進行の度を増
などには浅海性貝類の化石を埋有する。東の郡境をな| し、台地の麓を浸蝕し、宿村方面に於ては山崩地とり
せる妙見山、蘇武獄、及び西の町境をなせる鉢伏山、 iなどを生じ、谷に向って山の斜面が滑落し易き状態を
瀞川山、峯山などは輝石安山岩よりなり、第三紀層を| つくる。明治40年頃の滑落は川を堰止して其の欠潰に
貫いて噴出し、第三紀層の山上に高く熔岩を流してお| よる水害を恐れて下流民は日夜切開につとめたことが
る。 I あった。
矢田川上流湯舟)11は大野の南方標高 (460米〉の低 I 2 自然通笛他地方から湯舟川の谷への通路は 7 通
い分水界大野峠より始って北流し、福岡に至って西方路に限定され、それ等の中には難路もあり、古代人に
より大谷川、東方より八井谷川! の小支流を合せ、日彰| は利用されたらしいが、現代人には利用されぬものも
に至って作山川の渓流、村岡にて谷入川安流を合し、 ! ある。
西北に転じて、峡谷を作って川会部落に至り、小代J lI I  ィ、大野峠の道は朝来川平野から八木川を遡り、湯
と合流する。延長15キロ、 | 舟)11の谷に来る最も容易な通路で、古今を通じて利用
地形上より見れば湯舟川流域の地形には 2大特質が lされ、古代人はこの通路を利用して兎壌に来ったと考
ある。( 訪町域の南部より西部に亘って台地のあるこ| えられる。
と、 (2)北部! 村岡附近に湖沼の遺跡のあること即ちこれ| ロ、八井谷峠の道は大野i時が迂回するので近道とし
である。 Iて後に出来たのであるが、よく利用された。国道もこ
台地は標高 4 ω- 6∞米、平均蜘米の高原をなし、 | れを利用し、福岡より湯舟川に添うて北上し、村岡を

兎塚区域に最も広く、黒田、森脇、和地、高坂、其の| 経て和田、春期時方面に通じている。
他の諸苦手，落を発達せしめ、台地は北に延びて兎和野ケ| ハ、妙見峠の道は八鹿町小佐谷より作山を経て、日
原、一二峠、台地( 善光寺合地〉を形成する。この台 1:影に通ずる間道である。
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ニ、金山峠の道は難路であるが、西気谷方面よりの| 流は天日槍一族の展拠地であったから、その文化が伝
通路である。 I播したものか、叉はそれと関係なく伝はったか、何れ
ホ、山田越の道は江原、西気谷より村岡に通じ、稿| にしても大陸文化の影響のある文化が発達したものと

容易なる通路で、相当よく京周され、特に西気方面は| 思う。この台地に発達した文化は天津神を崇拝した。
往古但馬国府に近く、文化も進みたる関係上、この道 iそして野間峠と一二峠を越えて小代の! 部にも及んだ
はよく利用されたと考えられる。近頃自動車道路もこ| 。信仰の点から考えると、天神文化の後に出雲文化が
の道を改修して通ずると聞いている。 I伝ったらしい。
へ、野間峠、人ーニ峠この両通路は美方町小代谷| 高坂は町内最高位置にあり、標高田O米内外、氏神

への通路として古代人にはよく京周され、小代谷への Ii高坂神社は貞観年代( 約 1，1'∞年前〉の創始であると
東方文化はこの道によって移動している。一二峠の通| 伝え延喜式にも載せられており、天津神を配る。奈良
路は現代交通路としても利用されんとし、古今を通じ| 時代和銅年間的 1，おO年前〉に本村は存在した由で
重要なる自然通路なるを合点するに足る。 I発祥は更に古い。口大谷、中大谷、大笹、地ケ芋は高
以上の 7通路の中で大野峠ー福岡一村岡一和田への| 坂の安村である。

毒患は最も重要で、村田町の集落の大半はこれを中心と| 和地は福岡、黒固など低き地に比して上方にある意
して発達した。それと同時に野間際の通路はf I 周価値! と解する、即ちうわ地である。孝徳天皇の末孫西殴奈
がなくなった。因に一二峠〈ほい峠〉の名は建武年中| 良時代 (1，2∞年前〉にこの地に住んだとの伝説があ
用野より市原迄9 ケ村を一分庄、谷入4 ケ村を二分庄| る。皇太神社は延暦年間の勧請、古利安養寺は元禅宗
とし応永中合併し一二分庄となしたることあり、それ| で鎌倉時代の創始、当時は檀家 5∞余の大ミきであった
より小代より一二分庄に通ずる峠としてこの名の起り| が、兵火、真言宗に改宗等のため衰えて昔影はない。
となった。一二峠は小代一村岡閣の通路としては重要! 境内には古墳、古跡が多く古代の文化の跡を推考する
である。

E 集 落
1  集落の垂直的分布

| 標高〈米)1 主要集落
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14∞-450 ! 口大谷

! … ! 大丈八井ご和白仕向山
13∞ーお01:黒田森脇宿福岡躍山
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苦孫京発祥の古い集落

に足る。
轟脇は発祥古く、奈良時代の兎と蛇の伝説も残り吉、

墳数ケ所にあり、氏神は天津神を記り、火祭と呼ぶ古
式の祭式があったと伝える。
福岡は元兎塚と呼ぶ附近には古墳が散在する。慶長
9年山名禅高移封、築城に及び、元和元年 (340年前〉
福岡と改めたが、寛永19年村岡に移った。山名氏居域
38年間であった。それでも現今に於ても街域下街の形
態を窺うことが出来る。八幡神社は式内社で天津神を
記る。神照寺は聖武天皇神亀 5年〈約 1，230年前〉の
創始、行基の創建の古寺と伝える。八井谷大野は筒道
に沿い、又は出作りのために生じた部落である。大野
には駅伝の馬継場があったと伝える。( 駒帯主駅〉。
黒田は仁徳天皇の頃、但馬国造黒田大連の所領であ
ったと伝える。思うに養父、城崎方面は水害多く兎塚
台地は高燥で安全地として但馬文化の中心となりた時
代があったのでなかろうか。奈良時代には行基菩薩も

垂直的分布は鹿田と高坂とに於ておO米の差があ || 訪れて居り、慶長年中には博多の黒田如水公も閑居し
り、高坂は日O米で最高集落である。小代は最高740米 |

l 此地に逝宗と伝え、森脇に墓ありという。氏神主皇太
まで豪落があるから村岡附近でも開拓すれば更に 200
米以上の高処に於ても人の居住に可能であることが分
カ込る。

神社である。
板仕野は兎和野ク原の西にあり、郡主神社は境内広
く郷一の宮として記られ、式内社である。源平時代に

2  高村岡町の集落大部分高台にある集計、弥平氏の所領で平識を合記する。平氏落人多く回、
生式時代から原史時代にかけて集落があり臓を主と| 村内気品約、繁昌した。相園、棚、萩山の産神は
したる相当高い文化が発達して居たらしい。この文化| 郡主縦であった。長福寺社は村の西寺屋敷にあり、
は八木川を遡仏大野峠を経て湯舟川上流の台地に発| 浩京4 年建立の大寺であったが、住職は小代野間谷の
達した。別宮附近にも当時の文化跡を見る。朝来川下| 福善寺に移り無住、廃寺となった。板仕野を訪れる人
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々は昔の栄えた跡をどことなく気づかれると思うー | ある。
以上の各部落は 5∞米台上にあり、古代集落として! 日露は交通集落として発生したが鞍霞乱世の項、不

美方郡のみならず、但馬集落研究上最も重要にして且| 貞の徒の往来繁く、移住するものあり、宿材、作山の
つ興味ある区域である。因にこの文化は一二峠を越し| 山地に移り住むに至った。
て神場に、野間峠を越して佐坊台地に及んで居ること| 村岡は元黒野村といい山麓高所の寒村であったが寛
は己に述べた通りである。 I :永19年山名去が福岡より移駐築誠に及び、域下街とし
兎塚古墳群政均米台地、就中八井谷、福岡、森脇、 | て僚かに発展した。山名公は明治4 年廃藩までおO年

黒田、日: 影より発見されたる兎塚古墳の主要なるもの i間'6，7∞石の藩主として旧七妻都を支配した。 山名去
を記載し、参考に供する。其の数に於て、群をなして| が村岡署主となる以前は小代域山に回公域主があって
集っておることに於て但馬第ーとも志すべく、当時の| 村間の尾白山に出域を築き、安配して居たのである。
文化の一端を推定するに足るのである。八井谷( 横穴| 黒野神社は式内社として著名、黒野村は古くからあっ
式 1 ) 福岡八幡山( 円墳8 、箱式石棺 1 ) 福岡八東合 lたことが分る。厳浄寺、法雲寺、大運寺等は山名公時
( 円噴 1 ) 福岡竪町〈横穴石室 1) 福岡兎塚〈横穴 1 I代に繁盛を極めた。町名に殴町、本町、野々上、西町
〉森脇魔の谷( 横穴 1、円墳1 ) 森脇大寺山( 円墳10 I  JII上、明治町、御蹟山などがあって、現下街の昔を物
森脇宮の前〈嶺穴1 ) 黒田尾の上神社〈箱式1 、円墳| 語っている。
1 ) 日; 影( 横穴石室 1 ) 前村岡の台地にも古墳発見の| 山田越は古代通路として西気方面の文化地との交通
ことあり、町の北、旧回公古域社で高堂と呼び、藩士 lがよく行はれたと見られるが、今は通行する者もな
の墓地となり、石棺、土器、万、鎧しころ等発見、現| い。今後自動寧路開通叉は国鉄が江原駅に通ずること
今も町の墓地となっておる。 I ともならば村岡は交通、経済の中心として新らしく装
3北村岡町の集落北首村岡は湯舟川西岸の低地であ| を更えて新発足をするであろう。鹿回、用野は安村で

って、湯舟旧湖は住民の住み始めた頃は湖沼は消波し| ある。荒御霊神を氏神とし素養鳴尊を配る。相回、福
ては居たが、湿地やオ器地が多く、古代住民は低地に| 西、大額、寺河内、擢山等新村は出雲系の神を記ると
は住まなかったらしく、今の集落は多くは新らしい集| と、とれ等の多くは低湿なりし平地集落であることな
落である。古代はただ山麓の稽高い処に部落があった| どは台地にある! 日村が天津神を記るのと文化の系統に
らしく、村岡町の前身なる黒野村はその一例である。 I差異を認める。台地住民は牧を主とした農民で、低地
市原は西方は低いが、部落の大部は標高 250米以上| の住民は農を主とした農民で牧を副としたことにも著
の高い山麓斜面に出来て居る。湯舟川の渓谷が山陰衛| しい差である。台地の集落に比して低地集落は後に発
道の通ずる処となったので、交通集落所語衛村として| 達し、台地文化の後に低地文化か起っている。この点
発祥した。等余神社は天津神を祭り式内の旧社であ| は小代でも間接である。即ち天津神系文化は出雲系文
る。 I化以前に発達したと思われる。
耀山、寺河内、大穂、高井、福酉等の安村の産神で

(292ページより) してやる。これも一個所でなく魚数に応じて数か所に

ある。稚魚に餌つけをしてから 2 - 3 日たって産草は| スれるようにする。この頃になると給餌は 1 日2 回に
取除く、こうなってはもう親魚とは一緒にできないの! するとよい。このようにして叉新しい世代の優秀な金
で親魚は別の水槽にでも移すことにしよう。 2 週間も i魚が生れてくるわけである。
するとこの池ではもう稚魚だけでも収容できなくなる i おわりにあたって、はたしてとれだけでもって飼育
のでやはり稚魚も分散するようにせねばならない。飼 iができるかと思われるかもしれませんが飼育管理はな
軒も最初のイシプゾリア、クロレラ等からミジシゴの| んといっても自分で実施してみることである。そして
みにしてやればよい( 一日 3田〉。換水は癖化後1 0 - Iその人に合った方法を考え出して下さい。やはり色々
15日に第一回目を行い以後は10日間隔で実施すればよ| と自分自身で実施して彼女等に最も適した方法条件を
い。換71 < の第二回自に不良魚を淘武する。このように| 編みだしてもらいたい。その為にも、もし今ここに悲
してやれば 8月の末頃にはどうやら金魚らしくなって| の書いた方法が一助にでもなればと叉教育の上の大き
来る。この頃になるとミジシコばかりではなく人工飼| な問題を解く一助とでもなれば幸である。
軒を与えるようにする。これは適当に配合した人工飼| この記事を書く機会を与えられた方々に感謝いたし
軒を楳り素焼きの平皿にねりつけて水中にひもでつる| ます。 ]952年9 月
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